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研究成果の概要：本研究は、放射光用光源リングなどの蓄積リングにおいて、Top-Up 運転に

有効であると期待されるパルス六極電磁石を用いた新しい独創的な入射方式を検証するための

開発研究である。新入射方式の検証は、実際に運転されている高エネルギー加速器研究機構放

射光実験施設の２．５ＧｅＶリング（ＰＦリング）で行った。この入射方式の長所は、従来の

パルス偏向電磁石を数台用いる入射方式に比べ、入射時に局所バンプを必要としないことから、

蓄積ビームの振動を小さくすることができるという点および１台のパルス電磁石で入射が可能

になるという点にある。研究期間中に、電磁石の製作、磁場測定、リング内への設置、ビーム

を用いた調整実験、振動の抑制と検証をすべて行うことができ、実験的にパルス六極電磁石に

よるビーム入射を世界で初めて実証した。この成果は、加速器専門雑誌（Physical Review 
Special Topics  Accelerators and Beams） に掲載されている。 
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１．研究開始当初の背景 
放射光用蓄積リングにおいては、Top-Up

運転が行われる用になってきているが、入射

時に派生する蓄積ビームの振動を以下に抑制

するか、高品質の実験を行う上では課題であ

った。この課題を解決する方法として、パル

ス多極電磁石による新しい入射スキームを考

案し、パルス四極電磁石による入射には既に

成功している。蓄積ビームの振動をさらに抑

制することが可能なパルス六極電磁石による

スキームも原理的には同じであるが、電磁石

システムの製作は、四極の場合より技術的に

困難になる。 
 
２．研究の目的 
パルス四極電磁石より技術的な困難なパル

ス六極電磁石システムを開発・製作して、実

際にリングに設置し、最終的にはビーム入射
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実証実験を行うことが本研究の目的である。 
 
３．研究の方法 
 パルス六極電磁石を設置するＰＦリングの
最適場所およびパラメータをシミュレーショ
ンにより決定し、そのパラメータに基づき電
磁石の磁極形状および磁石長を決める。その
上で、電磁石を製造し、磁場測定を行う。測
定を行った後、リングに設置する。その後、
ビームを用いた新入射方式の実証実験を行う。 
 
４．研究成果 

研究期間中に、電磁石の製作、磁場測定、
リング内への設置、ビームを用いた調整実験、
振動の抑制と検証をすべて行うことができ、
実験的にパルス六極電磁石によるビーム入射
を世界で初めて実証した。蓄積ビームの振動
も従来に入射方式に比べ、格段に抑制されて
いることを確認した。この成果は、加速器専
門雑誌（Physical Review Special Topics  
Accelerators and Beams） に掲載された。 
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